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大
阪
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
教
授
、
都
市
民
俗
学
者
。1
9
5
4
年
神
戸

市
生
ま
れ
。
大
阪
教
育
大
学
卒
業
後
、
高
校
教
師
を
経
て
、
９０
年
大
阪
外
国
語
大
学
助
教
授
、
後
に

教
授
。2
0
0
7
年
よ
り
現
職
。
専
攻
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
国
立
民
族
学
博
物
館

共
同
研
究
員
（
都
市
的
な
る
も
の
、
自
律
的
観
光
、
遺
産
管
理
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
）。
主
な
著
書
は
、

『
河
原
町
の
民
俗
地
理
論
』（
弘
文
堂
）、『
し
あ
わ
せ
の
都
市
（
ま
ち
）
は
あ
り
ま
す
か
　
震
災
神
戸

と
都
市
民
俗
学
』（
鹿
砦
社
）、『
河
原
町
の
歴
史
と
都
市
民
俗
学
』（
明
石
書
店
）
な
ど
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論
入
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本
書
は
、
シ
リ
ー
ズ
「
災
害
と
社
会
」
の
一
冊
と
し
て
、「
巨
大
災
害
リ
ス
ク
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
と
市
場
経
済
」
の
副
題
で
２
０
０
８
年
に
出
版
さ
れ
た
。
著
者
は
防
災
科
学
技
術
研

究
所
の
特
別
研
究
員
を
経
て
、
現
在
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念
　

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ

ー
研
究
副
主
幹
で
あ
る
。 

　
防
災
と
い
う
と
、
被
害
軽
減
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
そ
の
費
用
対
効
果
や
、
イ
ン

フ
ラ
活
用
や
教
育
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
災
害
は
社
会
の
仕
組
み
（
課
題
）
を
短
期
的

に
も
中
長
期
的
に
も
可
視
化
す
る
。
私
た
ち
が
災
害
か
ら
逃
れ
え
な
い
と
す
る
な
ら
、
低

成
長
・
人
口
減
・
高
齢
化
の
わ
が
国
で
、
い
か
に
そ
の
被
害
を
減
ら
す
の
か
と
い
う
減
災

論
が
必
要
と
な
る
。 

　
同
じ
災
害
で
も
、
途
上
国
と
先
進
国
と
で
は
人
的
被
害
の
量
が
大
き
く
異
な
る
。
ま
た
、

災
害
で
生
き
残
っ
て
も
、
事
後
の
生
活
再
建
、
地
域
の
復
興
を
考
え
る
と
、
そ
の
目
標
を

ど
こ
に
置
く
の
か
は
議
論
が
分
か
れ
る
。
弱
者
救
済
論
は
、
一
方
で
自
助
努
力
（
自
己
責
任
）
論
と
、
か
み
あ
わ
な
い
論
争
を

く
り
か
え
す
。
公
助
で
も
な
く
自
助
で
も
な
い
共
助
だ
と
い
う
が
、
そ
の
方
法
と
目
標
が
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
書
は

減
災
の
目
標
を
「
被
害
軽
減
」
か
ら
「
尊
厳
あ
る
生
の
保
障
」
に
移
し
て
再
定
義
し
て
い
る
点
が
、
画
期
的
で
あ
る
。 

　
た
と
え
ば
、
震
災
直
後
の
義
捐
金
、
支
援
物
資
に
よ
る
贈
与
経
済
が
、
地
域
経
済
の
再
始
動
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
。
贈

与
か
ら
市
場
へ
の
過
渡
期
に
お
け
る
、「
弁
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
よ
う
な
仕
掛
け
が
必
要
だ
と
主
張
す
る
。
中
越
沖
地
震
で

は
、
地
元
の
鮮
魚
商
組
合
と
料
理
屋
、
寿
司
屋
、
食
堂
、
飲
食
業
組
合
が
連
携
し
、
仕
入
れ
か
ら
調
理
、
配
送
ま
で
を
分
担
し

て
、
被
災
者
、
復
興
作
業
員
の
弁
当
を
作
り
、
市
場
を
始
動
さ
せ
た
。
そ
の
な
か
で
、
共
同
の
意
識
が
芽
生
え
た
。
被
災
直
後

の
贈
与
経
済
以
後
に
は
、
自
立
し
て
尊
厳
を
も
っ
て
仕
事
を
す
る
生
活
人
（
尊
厳
あ
る
生
）
＝
共
同
体
の
利
益
を
、
市
場
を

通
じ
て
再
構
築
す
る
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
ろ
う
。 

　
通
常
、
災
害
直
後
は
復
興
特
需
を
見
込
み
、
贈
与
経
済
の
な
か
で
悶
着
す
る
被
災
住
民
を
横
目
に
、
防
災
施
設
や
再
開
発

な
ど
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
導
入
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
復
興
期
に
お
け
る
利
益
は
、
そ
の
89
・
４
％
が
移
出
利
益

と
い
う
（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
場
合
）。
さ
ら
に
は
、
低
成
長
下
で
は
そ
の
投
資
回
収
が
難
し
く
、
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

の
っ
て
住
居
や
店
舗
・
工
場
に
投
資
し
た
被
災
者
が
苦
し
み
、
地
域
経
済
が
長
く
疲
弊
し
、
再
開
発
が
空
室
だ
ら
け
と
な
る
。

こ
れ
は
目
標
を
人
間
の
尊
厳
に
お
い
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

　
本
書
は
豊
富
な
経
験
か
ら
具
体
的
な
減
災
政
策
を
示
し
て
い
る
と
い
う
点
で
画
期
的
で
あ
る
が
、
今
後
は
、
被
災
地
の
家

計
と
自
治
体
財
政
を
み
つ
め
た
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
政
策
も
含
め
た
議
論
が
必
要
で
あ
ろ
う
。 
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